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l．はじめに   

筆者は【1】で首都圏の朝のラッシュ時のすべての電車の運行を表す乗り換えネットワークを作成し，大都市  

交通センサス【2】を用いて鉄道利用者を1本1本の電車に割り当て，実際の乗客の流れを再現した．一方，交  

通センサスか ら出発地到着地（OD）交通需要データを得て，移動時間や混雑度によって定まる利用者の移  

動に関するコスト関数を仮定すると，利用者均衡による交通配分問題が定式化できる．そして，パラメータ  

を調整して，実際の交通流と良く合う解が得られれば，新路線建設効果の推測，交通施策の影響の予測と評  

価に用いることができる．ここでは首都圏電車ネットワークの利用者均衡交通配分問題を考察する．  

2．ネットワークモデル   

鉄道を利用する移動に【1】の乗り換えネッ  

トワークを用いると，時間とともに移動する  

乗客を静的に表現することができる．交通セ  

ンサスから，OD交通需要として各駅を出発  

する目的駅ごとの乗客数が出発時間とともに  

与えられる．到着時間は配分計算の結果とし  

て定める．出発時間を忠実に与えると変数が  

多くなりすぎるので，時間幅△を定め（下の  

計算では15分），駅ごとに時間帯【Jf，いA】  

に出発する乗客をまとめて一つの出発ノード  

とし，乗車可能な停車ノードに向かうリンク  

をつける．そして，出発ノードごとに種類の  

異なる流れとする．到着は，各駅ごとに時間  

図1乗り換えネットワーク，出発ノードと到着ノード  

によらずただ一つの到着ノードを設け，当該駅のすべての停車ノードからリンクをつける．例を図1に示す．  

3．利用者均衡配分問題  

変数 （り）出発ノード．駅rから時間帯【り＋A）の間の出発を表す．計算ではA＝15分．  

浸 出発ノード（r，J）を出てリンクαを通る乗客数  J  α  

eご 出発ノード（り）を出て目的駅∫へ向かう乗客数．  

′” 出発ノード（り）を出る乗客数  α∈∂＋i，   α∈∂‾ノ  

∑祀＝∑g㌘＝′〟  

〃∈∂十（り）  ∫  

流れの連続の条件  出発ノード（r，り  

∑祀＝gご知each（り）   到着ノード∫（全時間帯でまとめて1個）  
ム∈∂‾∫  

∑〝ご－∑〟㌘＝0伽each（り）通過ノード〝  
α∈∂‾〃ム∈∂＋〃  

（上の3式を肋＝′とまとめて表す）■  
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電車運行リンク〃を通過する利用者が負担  

するコストを，リンク通行時間J。に，リンク  

αを通過する全乗客数〟。の単調増加関数をか  

けたものとして，混雑を避ける傾向を表す．  

経路のコストは構成リンクのコストの和とす  

る．計算例ではc。をαの容量（電車定員）  

として次の関数を用いている．  

．宛＝J。（1＋γ（エ）α），γ≧O andα≧O  
Cα  

Ⅵ加dropの第1原理 各利用者が，出発ノー  

ドから到着ノードまでの利用されている経路  

に対して，どの経路を選択してもコストが等  

しくなるように乗客が配分されるとして，次  

のように配分問題を定式化する．  

サ瑚＝∑∫■¢α（ゆ，Wh¢re〟α＝写〟ご  
〟   

Su句ectto   

β〟＝′，〟≧0．  

対象とするネットワークでは，流れの種類が  

1，41＄1，リンクが35，4909である．求解には  

Frank－Wblfeを改良した方法を用いる【3］．   

4．計算例（利用者数の予測）   

営団地下鉄南北線は比較的新しく建設され  

た路線であり，2000年の調査に含まれている  

が1995年には含まれてい率い．そこで，2000  

年センサスに対応する乗り換えネットワーク  

に1995年のOD需要を適用して交通配分を行  

い，それキ2000年センサスを用いた計算した  

結果を，南北線・を取り出して比較する．図2  
に赤羽岩淵から目黒までの20分ごとの乗車人  

数を示す．区間ごとの利用客数の変化の傾向  

が良く一致している．  
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図2営団地下鉄南北線利用客数の予測  
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